


磐城農業高等学校ご紹介

福島県いわき市唯一の農業高校として、『自主・勤労・責任』の校是のもと、
生徒は日々授業や実習、学校行事、部活動などに積極的に取り組んでいます。

人の営みを支える根本は「食」です。安全安心で豊かな食生活があってこそ、私たちは健康で充実
した生活を送ることができます。教室内の学びにとどまらず、生きた教材に愛情豊かに接していく
体験的な学習に重きを置くことで、命の大切さと思いやりの心、豊かな人間性を育み、心身ともに
健全で有益な社会人を地域社会に送り出しています。

現在は、東日本大震災とその後の放射線被害から立ち直り、新たな磐農教育を展開しています。
「福島イノベーションコースト構想」による取組みをさらにパワーアップさせるなど、新しい学び
に積極的にチャレンジするとともに、農業クラブや部活動などを活性化させ、生徒自らが課題を把
握しその解決に向かって学んでいく姿勢を育てています。

《 教育目標 》 自然を愛し 、教養豊かで心身ともに健全な社会人の育成

いわき



東日本大震災を経て

磐城農業高校の校舎は、２０１１年３月１１日の東日本大震災及び４月１１日、
１２日の余震により大きな被害を受けました。
そのため、同じいわき市内にある、勿来（なこそ）高校の校舎をお借りして授業
を再開し、本校グラウンド西側の仮設校舎での授業も進めながら、２０１６年１
０月新校舎や最先端の施設設備が菊多の丘に完成しています。

ここまで本校が復旧復興できましたのは福島県を始め、全国の皆様方からの物心
両面にわたる多大なるご支援の賜物であると、感謝しております。



福島イノベーション・コースト
構想
~次代を担い明るい地域社会づくりに貢献
する人材育成~

福島イノベーション・コースト構想は、
東日本大震災及び原子力災害によって
失われた浜通り地域等の産業を回復す
るため、当該地域の新たな産業基盤の
構築を目指す国家プロジェクトです。

復興への取組



いわきワイナリーへ
~生活科学科の挑戦~

農福連携の取組みを学ぶため、いわき市好間町に
ある「いわきワイナリー」を訪れました。

ここでは、障がいを持つ皆さんがワインづくりを
とおして収入を得る活動をしています。この日は
晴天に恵まれ、生徒たちは皆さんと一緒に梨ワイ
ンの仕込みを体験しました。
一人ひとりが社会貢献できる暮らしについて学ぶ
ことができました。

福島イノベーション・コースト構想

農福連携を学ぶ！！



フルーツアートデザイン実技講習を体験
~園芸科の挑戦~

「農産物の高付加価値生産に向けて」をテーマに、フ
ルーツアートデザイン実技講習を実施しました。

日本フルーツアートデザイナーの先生を講師にお迎えし、
指導を受けました。「フルーツアートデザイン」は次の
３つを目的に行われます。

１. フルーツの消費拡大
２. 果樹生産者ー販売取扱者ー消費者をつなぐ役割を果
たす
３. 通常、廃棄されてしまう葉や果皮も活用し、果実に
付加価値を与え、B級品をワンランク上の商品に仕上げ
ることによって、果実を無駄なく利用するとともに環境
への負荷を軽減する。

福島イノベーション・コースト構想

農産物の高付加価値生産を学ぶ！！



いわき震災伝承みらい館へ
~緑地土木科の挑戦~

特殊緑化とは、建物の屋上や壁面など、従来、
緑化が難しいとされてきたところを、緑化する
ことです。
事前学習で学んだことを活かして、東日本大

震災を後世に伝えるための施設である「いわき
震災伝承みらい館」で、緑化を行ってみました。

大型の植物や小型の植物、本物に似せた植物
（フェイクグリーン）を持ち込み、ブーケやフ
ラワーリースなどをつくって計画した場所に配
置しました。

福島イノベーション・コースト構想

特殊緑化を学ぶ！！

トイレにフェイクグリーンとポトスを設置

学習室に観賞植物を設置







今回の取材を通して、生徒のみなさんが、先生の指導の下、イノ
ベーションコースト構想、JGAP等の取り組みに日々チャレンジし
て、夢を持ち将来を見据える姿に、とても心を打たれました。

こうして、若い力が、スキルを上げながら心身も着実に成長させて
社会人となり、地元福島へ貢献してくれることへの期待を感じた取
材となりました。

まとめ（編集後記）

磐城農業高等学校のみなさま、ご協力ありがとうございました。
（HP）
https://iwaki-ah.fcs.ed.jp/

https://iwaki-ah.fcs.ed.jp/

